
181

東京湾には 20種類を超える外来海産無脊椎動物が移
入していることが報告されている（風呂田，2002：堀
越・岡本，2007）。1990年代に東京湾奥で発見された
ホンビノスガイMercenaria （Mercenaria） mercenaria 
Linnaeus, 1758（ 西 村，2003，2005： 石 川・ 奥 谷，
2003参照）は船舶を介して移入したと想定されている
（大谷，2004）。現在のところ，ホンビノスガイの分布は
東京湾に限定され，東は千葉県養老川河口から沿岸沿い

に美浜区から三番瀬まで，湾奥西部ではお台場海浜公園

から京浜運河，城南島海浜公園，さらに南下して川崎や

横浜運河までであるという（樋渡・木幡，2005）。著者
らは横浜港内，みなとみらい 21新港地区および大岡川
において 2007年 6月と 9月に底生生物の採集を行い，
9月のサンプル中にホンビノスガイの多くの個体を確認
した。同地点における横浜市港湾局・湘南分析センター
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（2000）の調査では本種は確認されておらず，近年定着
したものと考えられる。本報告は湾内南端での本外来種

の定着を記録したものである。

採集地と方法
採集地点は横浜港内，みなとみらい 21新港地区の日

本丸係留地点南西の St.3（35°27′21″N,139°28′24″E）
と St.4（35°27′17″N,139° 38′ 15″E）（大岡川河口近
辺），及び大岡川の弁天橋下である（図 1）。
底層水質，底質の測定項目を表 1に示す。
底層水はリゴー B号透明採水器を用いて採水し，2L

ポリ容器に移し，室内で分析した。水中の溶存酸素量

（DO）については，空気中の酸素が溶け込まないように
ビニールチューブを通して 100ml溶存酸素ビンに移し，
速やかに船上で固定したものを室内で分析した。

図 1.採集地点の地図
地図上の黒丸は調査地点を示す。ホンビノスガイの採集地点は St.3, St. 4, 弁天橋下である。
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底質および底生生物用試料は，エックマンバージ採泥

器を用いて採取した。底質の試料調整は環境省の底質調

査法（1988）に準じた。
底泥の泥温，酸化還元電位などは，船上にて計測した。

底質試料はバットで均一に混合後，硫化物用容器および

ポリ容器に分取し，クーラーボックスにて冷暗状態で運

搬し，室内にて分析した。

また，底質の砂分率，泥分率はそれぞれ粒径 2～
0.075mm，粒径 0.075mm以下の試料が粒径 2mm以下
に占める割合とした。

底生生物用試料は，採泥器で採集した泥を網目 1mm
の篩でふるい，室内にて選別した。選別した底生生物

は室内で観察した後，10％海水フォルマリンで固定し，
後に 70％アルコール中で保存した。貝の計測にはノギ
スを用い，殻長，殻高，殻幅を計測した。Kraeuter & 
Castaqna （2001）を参考にし，また殻長 40mm以上の
個体 3個体において生殖巣が確認されたことから，殻長
40mm以上を成貝とした。  

結果と考察
2007年 9月，横浜港内，みなとみらい 21新港地区の

St. 3と St. 4において，成貝 2個体を含む 7個体の生貝
が採集された。また，20個体分の幼貝の離弁死殻も採
集された。生貝の殻長は 7.3～ 41.7mm，殻高は 6.1～
35.7mm，殻幅は 2.9～ 21.2mmであった。幼貝では輪

肋の発達した個体も採集された（図 2）。成貝，幼貝とも
に殻表は白く，有色の個体は採集されなかった。成貝の

内面は白く，縁部は紫色であった。2007年 9月の St.3
と 4以外ではホンビノスガイは採集されず，両地点では
アサリの生貝とシオフキガイの生貝が採集された。2007
年 6月の調査では，両地点ともに底泥表面は緑藻に覆わ
れ，ホトトギスガイのマットが広がり，アサリとシオフ

キガイの生貝が採集され，ホンビノスガイは採集されな

かった。

大岡川の弁天橋下（OK-5）では 12個体の生貝が採集
され，殻長は 18.9～ 53.5mm，殻高は 13.8～ 44.8mm，
殻幅は 6.4～ 26.3mmであった。合弁成貝 1個体のサイ
ズは 33.9，27.8，17.1mm（殻長，殻高，殻幅）であり，
片殻のみの 4個体も同時に採集された。同地点ではアサ
リの生貝 2個体とサビシラトリガイの生貝 2個体も採集
された。

底層の水質と底質の分析結果を表 2に示した。調査
地点の水深はそれぞれ 2～ 3m，海底は砂泥底であっ
た。表 2より，ホンビノスガイの採集地点の塩分濃度
は 18～ 29.5であり，淡水が流れ込んでいることがわ
かる。底泥はヘドロ化し，黒色汚泥層が広がり，嫌気的

状態にある。みなとみらい 21新港地区，St3,4の底泥
CODは 9.4～ 12.6mg/gと高い値を示した。大岡川，弁
天橋下の底泥 CODは 39.6～ 42.1mg/gで，みなとみら
い 21新港地区の底泥 CODに比べて著しく高く，有機
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表 1. 測定方法

図 2.採集されたホンビノスガイ（左：St.3，船上にて撮影）と生貝（右上段），片殻（右下段）
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物が異常に多いことを示し，同様に強熱減量および硫化

物も 10～ 13％，2mg/gと高い値を示していた。また，
ホンビノスガイが見られた 9月の底質の酸化還元電位は
-48～ -174mVの値で，6月の値よりも嫌気的な状態で
あった。ホンビノスガイは好有機物で，嫌気的な底質環

境に対しての適応力を示していた。

ホンビノスガイは，川崎や横浜運河でも採集されてい

る（樋渡・木幡，2005）。横浜港周辺ではこの他にも定着
している可能性があると思われ，特に内湾汽水域や干潟な

どを中心とした地域において発見される可能性が高い。

樋渡・木幡（2005）はホンビノスガイの生態に関して，
貧酸素や低塩分などの環境変動に強い耐性をもつことを

報告している。今回の採集地点も貧酸素や低塩分などの

環境変化が見られており，このような他の貝類の生存が

難しい環境下でもホンビノスガイが生活史を完結させて

いることが明らかになった。ホンビノスガイという外来

種が野外に定着することによって，在来種との交雑の可

能性や生息場所を共有する在来二枚貝との餌資源での競

争などの影響が指摘されている（樋渡・木幡，2005）。
現在のところ，横浜より西での分布は確認されていない

が，野外での分布拡大について，今後のモニタリングが

重要であると考えられる。
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表 2.採集地点の水質と底質
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